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1　はじめに

博多湾において，アサリは重要な水産資源であり，

その生息場は潮干狩りをはじめ，自然と人とが共生

できる親水空間として重要な位置を占めている。ま

た，有明海においても重要な水産資源であるアサリ

の漁獲量は，近年減少しており，アサリ資源の維持

や生息場保全の取り組みがなされている 1）。

アサリを保全する上では，生活史（図 1）を考慮

した再生産機構を明らかにすることが重要である。

その中でも生涯で唯一大きな移動能力を持つ期間の

浮遊幼生の挙動を把握することは，アサリ資源の形

成や生息場保全のための重要な要素の一つである 2）。

また，干潟域のアサリ資源の形成・維持には，浮遊

幼生が絶えず大量に供給される必要があるため，各

生息場への浮遊幼生の供給の繋がりを把握すること

が重要である 3-5）。 

　　　　　　図 1　アサリの生活史 6）

そのため，本研究ではアサリの保全のための基礎

研究として，海水の流れや滞留時間などの海域特性

が異なる博多湾と有明海を対象に，浮遊幼生の挙動

の数値シミュレーションを行い，季節間や海域間の

違いなどについて検討した。

2　シミュレーションモデルの概要

シミュレーションモデルは，海水の流れを表現す

る流動モデルとアサリの浮遊幼生を追跡する物質輸

送モデルで構成される。

博多湾と有明海の計算範囲はそれぞれ，博多湾と

玄界灘を含む範囲（図 3）7），および有明海と有明海

と橘湾を含む範囲（図 4）8）とした。水平方向の格

子分割は博多湾が 300m× 300m，有明海が 2,000m

× 2,000mとし，鉛直方向の層分割はそれぞれ 15層，

14層とした。

流動モデルは運動方程式と連続方程式，熱収支式，

塩分収支式，海水密度と水温・塩分を関連づける状

態方程式 9）による鉛直多層レベルモデルを用いた。

物質輸送モデルにはアサリの浮遊幼生を粒子に見立

て，Yanagi et al.10）の Euler-Lagrange手法のモデ

ルに幼生の生態特性を組み込んだ。幼生の生態特性

には，①浮遊幼生の成長 11），②成長段階毎に異なる

好適塩分選択による鉛直移動 12），③フルグロウン期

図 2　アサリの浮遊幼生の生態特性

*（財）九州環境管理協会　環境部　環境技術課　主任研究員
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での沈降 13,14）を考慮した（図 2）。

計算対象時期は 2002年の 5月（春季，平水時）

と 7月（夏季，出水時）とした。アサリは，大潮期

において，図 3，図 4に示したアサリの生息場 15,16）

よりそれぞれ同数の幼生が産まれることとした。

3　アサリ浮遊幼生の挙動と着底場所の分布

3.1　浮遊幼生の水中での挙動

（1）　博多湾における季節などの違いによる幼生の挙

　　   動の比較

博多湾において，春季（平水時）と夏季（出水時）

に各産卵場所より産まれたアサリ浮遊幼生の水中で

の分布の経日変化をそれぞれ図 5，図 6に示す。

春季（平水時）のアサリ浮遊幼生は産卵開始後 20

日以降に海底に着底し始めたため，25日目になると

水中の幼生は 20日目に比べて疎な分布となり，30

日目には全ての幼生が海底へ着底もしくは湾外へ流

出した。一方，夏季（出水時）では春季に比べて成

長速度が速く，出水に伴う湾奥部から湾口への海水

表層の流れが速くなるため，海底へ着底したり，湾

図 3　博多湾の計算範囲と計算格子，アサリ生息場

図 4　有明海の計算範囲と計算格子，アサリ生息場
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外へ流出することにより産卵後 15日目には分布が疎

になり，20日目には湾内に幼生がほとんどみられな

くなった。

平水時と出水時の幼生の分布状況を比較すると，

博多湾西側海域に位置する今津や能古，室見で産ま

れた浮遊幼生は，平水時には大半が能古島南側から

西側を経て，湾口部へ向かう流れにより，能古島西

側から北側に拡散している。一方，出水時には河川

水の流出に伴い能古島東側から湾口部へ向かう海水

の流れが強くなるため，能古や室見で産まれた浮遊

幼生は能古島東側から北側に拡散している。

湾央・湾奥海域にある西戸崎や海の中道，多々良

図 5　春季（平水時）の博多湾におけるアサリ浮遊幼生の水中の分布状況
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川で産まれた浮遊幼生をみると，平水時の西戸崎産

は能古島と西戸崎の間を通って流出したのち，25日

目には下げ潮に伴って能古島西側に移送される。海

の中道産は湾央部へ移動し，20日目を過ぎると，能

古島東側から湾口部に向かって移送される幼生と，

能古島南側を通って西側から湾口部に移送される幼

生の 2種類に分れる。多々良川産の幼生は，河口か

ら湾央部までの沿岸に拡散している。出水時には，

西戸崎産と海の中道産の浮遊幼生は産卵開始後 5日

目に，湾央部へ拡散した後，出水に伴う能古島東側

から湾口部への強い海水の流れにより，能古島東側

から北側に拡散している。多々良川産の浮遊幼生は，

5日目には湾奥・湾央沿岸部に広がるが，多々良川

からの出水により，アイランドシティ西側からアイ

ランドシティ背後域の和白への流れが強くなるため，

海の中道およびアイランドシティ北側付近に拡散し

ている。

アイランドシティ背後域にある和白で産まれた浮

遊幼生は，平水時と出水時ともにアイランドシティ

周辺に拡散している。御島産は平水時，出水時とも

にアイランドシティ南側から西側に浮遊し，出水時

には幼生の一部が多々良川からの出水に伴うアイラ

ンドシティ西側から和白への海水の流れにより，ア

イランドシティ北側水路周辺に拡散している。

このように，博多湾における各産卵場所から産ま

れた浮遊幼生は，各産卵場所周辺の流れや出水に伴

う海水表層の流れの変化により，湾内を移送される

経路と分布の特徴が異なっている。

（2）博多湾と有明海との海域特性の違いによる出水

　　時における幼生の挙動の比較

有明海において，夏季（出水時）に各産卵場所よ

り産まれた浮遊幼生の分布の経日変化を図 7に示す。

博多湾における出水時の浮遊幼生の分布状況（図

6）と有明海における幼生の分布状況を比較すると，

博多湾では産卵開始後 20日目には湾内に浮遊幼生が

図 6　夏季（出水時）の博多湾におけるアサリ浮遊幼生の水中の分布状況
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ほとんどみられなかったが，有明海の滞留時間は博

多湾よりも長いため，有明海では産卵開始後 25日が

経っても幼生が浮遊しており，産卵後 30日目になっ

てから，幼生が海底へ着底もしくは湾外へ流出した。

また，博多湾では湾奥部から湾口部へ向かう流れ

に沿って浮遊幼生が各産卵場所より湾口部へ移動し

ているが，有明海では湾央部東側にある荒尾沖，菊

池川河口，白川河口で産まれた浮遊幼生がそれぞれ

湾奥部にある柳川沖や湾央部の荒尾沖，菊池川河口

へと移送される。また，筑後川河口産の幼生の一部

は，諫早湾周辺の小長井や瑞穂，土黒へ拡散している。

湾央部南東部にある緑川河口産は，海水の流れに沿っ

て湾口部へ拡散している。有明海では，湾央部東側

から湾奥部へ向かい，湾奥部の筑後川河口から諫早

図 7　夏季（出水時）の有明海におけるアサリ浮遊幼生の水中の分布状況
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湾を通って，島原半島沿いに湾口部へ向かう反時計

回りの流れとなる。そのため，博多湾での浮遊幼生

は湾奥部から湾口部へ向かう動きとなるが，有明海

では湾央部東側にある浮遊幼生が北側にある湾奥・

湾央部の産卵場所へ移送されると考えられる。

このように，浮遊幼生の水中での挙動は，博多湾

と有明海のような海域の規模や河川からの淡水の供

給量などによって異なっている。また，有明海のよ

うな大きな海域になると，湾内でも海岸地形や河川

からの淡水の供給量など，各産卵場所での海域の条

件に応じて，浮遊幼生の挙動が異なっている。

3.2　アサリ浮遊幼生の着底場所の分布

（1）博多湾における季節などの違いによる着底分布

　　の比較

博多湾において，春季（平水時）と夏季（出水時）

にアサリ浮遊幼生が海底に着底した場所の分布を産

卵場所別に図 8，図 9にそれぞれ示す。着底場所の

位置は，幼生が海水中を移送されながら，着底でき

る大きさ（フルグロウン期：180μm）6）まで成長し

たのち，海底に沈降した場所を示している。

平水時における浮遊幼生の着底場所の分布をみる

と，今津で産まれた幼生は，今津から湾口部にかけ

て着底している。能古や室見川で産まれた幼生は，

産卵した場所だけでなく，能古や今津周辺まで着底

域が広がっている。西戸崎・海の中道産まれの幼生

は，海水の流れに伴い湾内に広く拡散するため，西

側海域の能古や室見川周辺までの範囲に着底してい

る。多々良川産は河口から湾央部までの沿岸に，和

白産はアイランドシティ北側から御島にかけて，御

島産は御島からアイランドシティ南側，湾央部にほ

とんどが着底している。

図 7（つづき）　夏季（出水時）の有明海におけるアサリ浮遊幼生の水中の分布状況
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出水時の博多湾の西側および湾央海域にあるアサ

リ産卵場で産まれた幼生は，能古島東側から北側に

着底している。出水に伴う湾外へ流れる海水表層の

強い流れにより，多くの幼生が湾外へ流出するため，     

図 8　春季（平水時）の博多湾におけるアサリ浮遊幼生の着底場所の分布

図 9　夏季（出水時）の博多湾におけるアサリ浮遊幼生の着底場所の分布
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着底する数は平水時と比べて少ない。多々良川産ま

れの幼生は，海の中道やアイランドシティ北側の水

路付近に多く着底している。和白産の幼生は出水に

伴い多々良川からアイランドシティ西側を経て，和

白へ向かう流れが強くなるため，着底場所が和白や

御島周辺に限られる。御島産はアイランドシティア

イランドシティ西側へ拡散した後，海の中道付近へ

拡散するため，平水時には着底があまりみられなかっ

た海の中道付近に多く着底している。

各産卵場で産まれた幼生は，流れによって拡散し

ながら，沈降・着底した後，着底した場所がアサリ

生息場に適した場合に，生残・成長すると考えられる。

また，出水時には，河川からの淡水供給量の増加に

伴い，湾奥部から湾口部への海水表層の流れが強く，

湾内での滞留時間が短くなることにより，アサリが

平水時と同じ数の幼生を産んでも，湾内で着底する

幼生の数は平水時に比べて少ない。

降雨に伴う出水が少ない春季や秋季に産まれた幼

生は出水時よりも稚貝の着底率が高いことから，ア

サリの資源量は，春季や秋季の平水時の幼生の着底

および着底後の成長・生残の状況により，変動する

と推察される。このため，アサリ資源の形成・維持

には，多くの数が着底できる春季・秋季産まれの稚

貝の成長・生残を高める生息場の保全が重要になる。

さらに，湾内の各産卵場所から産まれた幼生の着底

状況より，湾央海域のアサリ生息場を保全させ，資

源量を増加させることにより，西側海域への幼生の

供給量が増え，アサリ資源の形成に繋がることが予

想される。

（2）博多湾と有明海との海域特性の違いによる出水

　　時における着底分布の比較

有明海において，夏季（出水時）のアサリ浮遊幼

生の着底場所の分布を産卵場所別に図 10に示す。

筑後川河口沖で産まれた浮遊幼生は，湾奥部西側

海域沿岸部に広く着底し，一部が諫早湾内にも着底

している。柳川沖産まれの幼生は，産卵場所近傍の

み着底するが，荒尾沖産は産卵場所の南北に広く着

底し，一部は産卵場所の北に位置する柳川沖に着底

する。菊池川河口産まれの幼生も北にある荒尾沖に，

白川河口産も北にある菊池川河口に着底している。

このことから，有明海東側湾央沿岸部のアサリ資源

量を増やすことにより，湾奥部のアサリ生息場への

幼生供給量が増え，湾奥部のアサリ資源の増加の一

助となることが期待される。

諫早湾周辺では湾の北に位置する小長井産の幼生

が湾南にある瑞穂へ，瑞穂・土黒産まれの幼生は，

両産卵場所へお互いに幼生を供給する状況が伺える。

博多湾では海水表層の流れに伴い，湾奥部から湾

口部へ拡散しながら成長し，一部が他の産卵場所へ

供給される。一方，博多湾と海域の流況特性が異な

る有明海では，湾央部から湾奥部への幼生の供給や

近傍の産卵場所間に互いに幼生を供給するなど，各

産卵場所において浮遊幼生の供給特性が異なる状況

がみられた。

4　まとめ

数値シミュレーションを用いて，海水の流れや滞

留時間などの海域特性が異なる博多湾と有明海を対

象に季節間や海域間の浮遊幼生の挙動の違いなどを

解析した結果，以下のことがわかった。

①博多湾の各産卵場から産まれた浮遊幼生は，産

　　卵場周辺の流れや出水に伴う海水表層の流れの

　　変化により，博多湾内を移送される経路および

　　分布の特徴が異なり，出水時には平水時と比べ

　　多くの浮遊幼生が湾外へ流出し，各生息場へ供

　　給される幼生の数は減少する。

②博多湾では，出水が少ない春季や秋季に産まれ

　　た幼生の着定や着底後の成長・生残の状況によ

　　り，アサリ資源量が変動すると考えられる。

③アサリ資源の形成・維持のためには，春季・秋

　　季産まれの稚貝の成長・生残を高める生息場の

　　保全が重要である。博多湾央海域のアサリ生息

　　場を保全し，資源量を増加させることにより，

　西側海域への幼生の供給量が増え，アサリ資源

　　の形成に繋がることができると推察された。

④博多湾では，海水表層の流れに伴い，湾奥部か

　　ら湾口部へ向かう流れに沿って，浮遊幼生が分
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　　布するが，有明海では反時計回りの環流の流れ

　　により，湾央部東側にある熊本県沖の幼生が湾

　　奥部の生息場へ供給され，着底する状況がみら

　　れた。

⑤有明海では，熊本県沖のアサリ資源の増加が，

　湾奥部へのアサリ幼生の供給量の増加に繋がり，

　湾奥部のアサリ資源の増加への一助になること

　　が示唆された。

5　おわりに

　本報告は，沿岸域生態系の解明と適正な栄養塩

等の管理を目的として，当協会で研究費を用いて実

施した研究会の成果の一部をとりまとめたものであ

る。今後も海域の生態系や漁業資源の保全に向けた

研究を継続していく予定である。
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